
■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）

■定　員 20名

先手の傾聴でメンバーの報連相を引き出し、チーム内で報連相をし合う

■聴く力 　管理職のための
報連相を“聴く”力向上セミナー

6 1日 JMA152323 検 索

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。

１日
10:00

時間

16:45

1. 普段の報連相の“聴き方”を振り返る
•社内の報連相の聴き方(自分、周囲の管理職、社内メンバー同士)について、自己

採点・振り返り
■個人ワーク
•自己採点結果のシェア
■ペアワーク

2. 挨拶から学ぶ報連相の土台
•メンバーと向き合う際に求められる「リスク感受性」を知り、感度を上げるポイント

を学ぶ
•仕事に集中できる環境を整える「ビジネスエチケット」
■ペアワーク

3. 報連相が飛び交う社内風土・組織文化をどう作るか
•自分の役割・自社の強み / 良いところを振り返る
■個人ワーク
•管理職の「役割」を再確認し、相互に配慮できるチームづくり ～先手の傾聴～
■ペアワーク

4. 報連相の実践
～メンバーの報連相を引き出し、チーム内で報連相をし合う～
•報連相の定義とは
•便利なデジタルツールと大切にしたいリアルの報連相
■個人ワーク
•関係の質(自部署の仲間同士の繋がり)をより良くすると結果がついてくる

5. 振り返り・気付きの書き出し
•書き出した内容の全体共有 ～気付きのアウトプット～
•共有内容を要約 ～「聴く力」習得の仕上げ～

新型コロナウイルス感染拡大や、DX・AI化といった、社会情勢の大きな変化は、
組織・チームにおける、対メンバーや、メンバー同士のコミュニケーションのスタイル
に影響を及ぼしています。
「報連相が大事」とメンバーへ伝えることは多々ありますが、管理職はその報連相の

全てをキャッチアップできていますでしょうか？コミュニケーションのあり方の変化が
激しい今、報連相を受容する管理職の能力向上も求められています。本セミナーでは、
メンバーが発する報連相を、管理職が先手で聴けるようになり、チーム自体も自然
と報連相をしあい、聴きあえるようになることをねらいとしています。

■ ねらい

62,700円／ 1名
74,800円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

■ 参加料（税込）

【先手の傾聴力向上】後からメンバーの意図を知る形ではなく、先手でメンバーの
発する報連相・意図を汲み取ることのできる傾聴力を身につけていただきます。

【組織の活気を引き出すかかわり方】部下・メンバーからの情報が自然と集まり、より
一層「活気ある組織」になれるよう、管理職からの関わり方を学びます。

【メンバー全員の傾聴力向上】役割・年齢を問わず、メンバー同士が自然と報連相をし、
それに対してお互いが傾聴できるチームの作り方を習得します。 

■ ゴール

●部下、メンバーの報告、連絡、相談を聴く姿勢・スキルを向上させたい管理職の方々
●部下、メンバー、若手社員の育成を担われている管理職の方々
●部下、メンバーとの信頼関係を構築したい管理職の方々
●管理職となりまだ日が浅い方々
●報連相の習慣が定着せず管理者側から職場風土を変えたい方々

■ 対　象

2024年  9月27日（金）※会場（東京）
2024年12月  3日（火）※会場（東京）
2025年  3月13日（木）※会場（東京）

■ 会期・受講形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

各種検索サイトで
セミナーID

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。

■ ねらい ■ プログラム （昼休み12:30 ～ 13:30）

良好な関係を築きつつ、自己主張をする方法を学ぶ

■対 話 　アサーティブコミュニケーション
習得セミナー

7 2日間

■定　員 24名

■定　員 24名

相手の自発的行動を促進するコミュニケーションスキル！

■対 話・部下育成

コーチング・スキルトレーニングセミナー
8 2日間

JMA100195 検 索

JMA100199 検 索

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。

１日目

２日目

9:30

9:30

時間

時間

17:30

17:30

1. オリエンテーション
•相互尊重（アサーティブ）コミュニケーションとは：特徴、活用場面
•“自己主張”のイメージ
•思い込みからの脱却

2. 自分自身の振り返り・コミュニケーションスタイル
•表現力
•自分自身の強み・弱み

3. 相互尊重（アサーティブ）コミュニケーションの基本
•“自己主張”の前提条件
•アサーティブ・アグレッシブ・パッシブの違い
•アサーティブな言語・非言語

4. 相互尊重（アサーティブ）実践コミュニケーション
•相手のメリットにも訴えるWin-Winのアピール

■ まとめ　1日目の振り返りとＱ＆Ａ

4. 相互尊重（アサーティブ）実践コミュニケーション（つづき）
•Noと言う
•反対意見を表明する
•相手にモノを頼む

5. 相手に話をさせ、積極的に聴く
•聴くことの大切さとその難しさ
•相手の言葉を引き出す、積極的な聴き方
•基本スキル／言葉のスキル／言葉以外のスキル
•問題解決型傾聴

6. 相手のタイプに合わせたアプローチ

7. 総合演習
2日間を通して学んだスキルを活かした総合演習
状況説明→準備→ロールプレイ→振り返り

■ まとめ　気づきの共有

■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）

昨今、社内・社外に関わらず人を巻き込みながら仕事を進めることが増えています。
業務推進をする上では上司・部下・同僚との良好な関係を築きつつ自分の主張や意
思・依頼を確実に伝え、相手との合意形成を図っていくことが求められています。また、
顧客との交渉においては、自身の希望や主張を伝えながら、相手にとってもメリット
をもたらす“Win-Win”の状況を創っていかなければなりません。
　本セミナーでは、自分の言いたいことを上手に相手に伝える自己主張のコミュニ
ケーションスキル＝相互尊重（アサーティブ）コミュニケーションを習得します。

■ ねらい

●相手を否定せずに自分の意見を主張することによって、社内外の人々との協働や
交渉が前進する

●上手に自分の言いたいことが言えるようになり、ストレスをためない
●組織の中の多様な意見が尊重・活かされ、組織としての力が強くなる

■ 相互尊重（アサーティブ）・コミュニケーションの効果

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

121,000円／ 1名
144,100円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

■ 参加料（税込）

2024年10月  8日（火）～  9日（水）※オンライン
2025年  1月28日（火）～29日（水）※オンライン

■ 会期・受講形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

●自分の意見を上手く伝えられない方、自己主張が強すぎる方
●面倒なことや大変な事を他の人に依頼するのが得意でない方
●社内外の人との協働・交渉において上手なコミュニケーションを図りたい方

■ 対　象

１日目
9:30

時間

17:00

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

108,900円／ 1名
121,000円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

経営環境が急激に変化している昨今、個人の持てる能力をフルに発揮し、迅速で
幅広い視野で判断をしながらのビジネス展開が期待されています。
『コーチング』は相手の自発的行動を促進するためのコミュニケーションスキル

です。今まで以上に個人を活性化し、組織のダイナミズムに直接働きかけていく
スキルです。

本セミナーでは自発的行動が起こる環境を創り、相手から多くのアイデアを
引き出し、確実に行動に移すよう導くスキルを学んでいきます。実習中心のライブ
形式で進めますので、その効果を体感し、実際に使えるスキルを身に付けること
ができます。

★コースオリエンテーション

1. コーチングとは何か ■講 義

2. コーチングが求められている
時代背景・企業環境 ■講義・討議

3. コーチングの実践
（スキルトレーニング）■講義・討議
【相手から引き出す】

•効果的な質問 
質問の種類 （相手から引き出す質問とは）

•アクノリッジメント（承認）
【相手に合わせる ～安心感が人を動かす】

•コミュニケーションはキャッチボール
•ペーシング （バーバル　ノンバーバル）
•アクノリッジメント（存在承認）

2日目
9:30

時間

17:00

3. コーチングの実践（スキルトレーニング）（つづき） ■講義・討議
【相手のタイプを見分けてコミュニケーションを交わす】

•タイプ分け
•タイプ別コミュニケーションの取り方
•部下のタイプにあわせたアプローチ

【相手に望むことを明らかにする】
•提案と要望

【職場での実践に向けて】
•コーチングプロセスを使って

：総合ロールプレイ ■実 習
　　職場の実例をテーマに、総合ロールプレイ

を行い、現場での新たなテーマ設定を行う
•今後に向けて （行動計画）

2024年  9月10日（火）～11日（水）※オンライン
2024年11月12日（火）～13日（水）※オンライン
2025年  3月11日（火）～12日（水）※オンライン

■ 会期・受講形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

■ 参加料（税込）

●各部門の管理者・リーダー・スタッフ
●人事・教育･研修企画部門の管理者･スタッフ
●部下の育成や部下とのコミュニケーションを活性化したい方

■ 対　象

各種検索サイトで
セミナーID

各種検索サイトで
セミナーID

■ セミナーで学べること
●聴き手のニーズに応えるための『課題認識力（質問力、傾聴力）』
●聴き手を合意に導く『論理性を重視したシナリオ作成』
●効果的に伝えるための『文章表現・ビジュアルの要点』
●聴き手に印象的な『デリバリー（身振り・手振り）の実践』
●質疑応答におけるコントロールのしかた

■ 特　徴
①本セミナー演習で行う参加者の発表をビデオ撮影し、動画データを提供します。
②自身のプレゼンテーションを、講師や他の参加者からのコメントとともに客観的に

振り返ることで、今後の課題を認識できます。
③演習（トレーニング）の時間を多く取り、実践的で役立つプログラム構成になっています。

■ 会期・受講形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

2024年  7月25日（木）～26日（金）※会場（東京）
2024年  9月26日（木）～27日（金）※オンライン
2024年10月24日（木）～25日（金）※会場（東京）
2025年  1月15日（水）～16日（木）※オンライン
2025年  2月20日（木）～21日（金）※会場（東京）

121,000円／ 1名
144,100円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

■ 参加料（税込）

※PC レンタルの場合は 11,000 円（税込／ 1 台）が別途かかります。
※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）

事前課題 動画撮影

■定　員 12名 ※少人数制

聴き手を納得させ、合意へと導くプレゼンのノウハウ・スキルを身につける

■プレゼン力 　「ロジカル・プレゼンテーション」
スキル向上セミナー

5 2日間 各種検索サイトで
セミナーID JMA100170 検 索

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。

１日目
9:30

9:30

時間

17:30

17:30

２日目時間

★ オリエンテーション
•プレゼンテーションとは　•プレゼンテーションに必要な能力・スキル

1. プレゼンテーション実践演習（1）　■動画撮影
■1回目 プレゼンテーション（発表・ビデオ撮影）

•受講生間コメント 講師批評　•フィードバック
2. ロジカルなプレゼンテーションのための基盤スキル

•効果的な「シナリオ作り」と「伝達」のためのロジカルシンキング
•ゼロベース思考と拡散・収束思考、仮説・検証思考
•分類と構造化のしかた（MECE、ロジックツリー）■グループ演習

3. 「聴き手のニーズ」へのロジカルな提案
•聴き手とニーズの明確化、前提となる知識・情報の整理と提供
•ニーズを満たす具体策の立案
•現状把握と協働思考のための質問と傾聴 ■個人演習
•聴き手のニーズと具体策の整理 ■ロールプレイ

4. ロジカルなシナリオの構築
•聴き手のニーズを満たすロジカルなシナリオの作り方
•帰納・演繹による理由付けと推論　•ピラミッドストラクチャーによる整理
•シナリオ・構成の設計 ■グループ演習

5. ロジカルなメッセージの伝え方
•根拠、データ等の伝え方（SDS法、PREP法）
•聴き手に効果的なビジュアルと文章の作成　•反論の抽出と対応策の検討
•聴き手に印象的なデリバリー（身振り・手振り）のしかた ■グループ演習

6. 質疑応答の対応
•質疑応答の基本的な進め方　•ロジカルな応答の方法

7. プレゼンテーション実践演習（2）　■動画撮影
■2回目 プレゼンテーション（発表・ビデオ撮影）

（1回目のブラッシュアップの実践、質疑応答演習を含む）
•受講生間コメント 講師批評　　•フィードバック

8. 研修の振り返り、自己の強化ポイントの整理

■ 対　象
●社内外でプレゼンテーションする機会の多い方
●効果的なプレゼンテーション技術を身につけたい方

事前課題  等
・あるテーマについて、簡単なプレゼンテーション用資料を作成のうえ、研修当日

ご持参いただき、発表していただきます。
・本セミナーでは、PCを使用した演習を行います。ノートPCをセミナー当日ご持参ください。
（ノートPCのご持参が難しい方は、申込時に「PCレンタル」を選択してください。小会にて準備します。）

※PCレンタルの場合は11,000円（税込／1台）別途かかります。

※プログラム内容に関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）1955　【e-mail】kaisou@jma.or.jp ※申込みに関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）6271　【e-mail】seminar@jma.or.jp

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。
※テキストを一部抜粋し掲載しております。株式会社コーチ・エィに帰属します。　※無断複写・転載を禁ず。

■講　師 森川 美希
株式会社安全会議 代表取締役
組織構築マネージャー、
コンサルタント

■講　師 小田 久美子
鍋島 正子

株式会社グローバリンク
プロフェッショナル・アソシエイト

■講　師
株式会社コーチ・エィ コーチ陣

■講　師 眞下 仁
ヒューマンマネージコンサルティング株式会社
代表取締役
人材総合コンサルタント
研修トレーナー
他 講師陣
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